
様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

決算額

　子ども医療費助成について、子育て世帯が安心して医療機関を受診できる環境の構築を目的に、現在

は県内医療機関のみに限られている子ども医療費助成受給券の現物適用を、7月1日から県外医療機関で

も適用できるようにします。まずは、本市が小児救急指定病院の協定を締結しているJAとりで総合医療

センターでの適用を開始します。

次年度へ繰越

0 0 0

補正後予算額

予算額 0 0 0 0

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

R7-9

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名

基 本 施 策 名

担 当 部 課 名

県外医療機関での子ども医療受給券の適用

３－１　妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援

子ども部　子ども支援課



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

決算額

　建物火災により焼損した屋内運動場の解体工事及び新たな屋内運動場建設に向けた設計業務、地質調

査業務を実施します。

　・湖北小学校屋内運動場解体工事（期間：1月～6月）※令和6年度~令和7年度継続事業

　・湖北小学校屋内運動場建設工事設計業務（期間：2月～令和8年1月）※令和6年度~令和7年度

　継続事業

　・湖北小学校屋内運動場建設工事地質調査業務（期間：4月～7月）

次年度へ繰越

0 13,050 11,344

補正後予算額

予算額 60,550 0 0 47,500

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

R7-10

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名

基 本 施 策 名

担 当 部 課 名

湖北小学校屋内運動場再建事業

３－３　魅力ある学校づくり

教育総務部　総務課



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

R7-11

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名

基 本 施 策 名

担 当 部 課 名

小中学校施設維持管理

３－３　魅力ある学校づくり

教育総務部　総務課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

予算額 368,642 50,566 0 286,400

補正後予算額

0 31,676 224,529

決算額

　老朽化対策のため、小中学校施設の改修工事及び設計業務を行います。

　・我孫子第四小学校給排水設備及び電灯設備等更新工事設計業務委託（期間：5月~11月）

　・布佐南小学校屋内運動場屋根及び外壁、電灯設備改修工事設計業務委託（期間：4月~11月）

　・湖北台中学校第2校舎屋上防水、外壁等改修工事設計業務委託（期間：4月~11月）

　・久寺家中学校給食棟換気設備改修工事（期間：7月~9月）

　・久寺家中学校屋内消火栓設備等改修工事（期間：5月~12月）

　・久寺家中学校防災電気設備更新工事（期間：5月~12月）

　・布佐中学校第2期屋内運動場電灯設備等更新工事（期間：6月~8月）

　・久寺家中学校屋上防水、外壁等改修工事（期間：5月~令和8年2月）

次年度へ繰越



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

R7-12

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名

基 本 施 策 名

担 当 部 課 名

布佐中学校区における義務教育学校の建設

３－３　魅力ある学校づくり

教育総務部　総務課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

予算額 0 0 0 0

補正後予算額

0 0 0

決算額

　関係課で連携し、詳細な整備内容について意見交換を行いながら、我孫子市初の義務教育学校として

より良いものとなるよう事業を進めていきます。

　事業を円滑に進めることができるように、建設予定地である布佐小学校の土地について、課題の整理

や解消を行っていきます。

次年度へ繰越



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

R7-13

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名

基 本 施 策 名

担 当 部 課 名

小中学校給食室空調設置事業

３－３　魅力ある学校づくり

教育総務部　学校教育課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

予算額 5,703 0 0 0

補正後予算額

0 5,703 0

決算額

　令和8年度以降に小中学校の給食室に空調を設置することを目的に、適切な空調機器選定による適正な

費用を算出するとともに、効率的な設置手法を決定していくため、業務委託により事前調査を実施しま

す。

　事前調査業務委託期間：5月～12月

次年度へ繰越



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

R7-14

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名

基 本 施 策 名

担 当 部 課 名

学校給食費の補助

３－３　魅力ある学校づくり

教育総務部　学校教育課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

予算額 128,747 0 20,957 0

補正後予算額

0 107,790 0

決算額

　保護者が負担する学校給食費について、保護者の経済的負担軽減を目的に第3子以降の子の学校給食費

を無償化し、その他の児童生徒（第1子、第2子）の学校給食費を1月あたり1,000円減額するため、市

立小中学校に対し支援金を支給します。

　また、食物アレルギー等により弁当を持参している児童生徒の保護者に対し、学校給食費支援金に準

じて補助金を交付します。

　学校給食費支援金は前期（5月）・後期（1月）に、アレルギー対応補助金は前期（10月）・後期（4

月）に分けて交付します。

次年度へ繰越



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

R7-15

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名

基 本 施 策 名

担 当 部 課 名

水泳指導の民間活用

３－３　魅力ある学校づくり

教育総務部　学校教育課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

予算額 44,850 0 0 0

補正後予算額

0 44,850 0

決算額

　児童の泳力向上及び学校プール施設の老朽化に伴う維持管理費削減を目的とし、市内小学校全校の水

泳学習を民間のスイミングスクールへ委託し5月から12月まで実施します。

　また、今後のプール施設のあり方について検討を進めます。

次年度へ繰越



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

決算額

　教職員に対し、いじめの防止等に関する研修の実施等、資質能力の向上に必要な措置を講じるととも

に、児童生徒に対していじめアンケート調査、WEBQU検査等を定期的に行い、いじめの実態把握、早

期発見及び未然防止に努めていきます。いじめ防止強化月間では、学校のいじめ防止対策への取組につ

いて集約し、市内小中学校全体で共有します。

　各学校で策定している「いじめ防止対策基本方針」の点検・見直しを行い、学校の取組を支援してい

きます。担当職員が学校訪問を積極的に行い、学校との更なる連携強化を図ります。また、生徒指導上

の問題が生じた場合、即座に対応できるようなサポート体制づくりを行っていきます。

1 いじめアンケート実施日：第１回 ６月中   /　第２回 11月中

2 WEBQU検査実施日：　　第１回 ６月初旬　/　第2回  11月初旬

3 いじめ防止強化月間：　　４月

次年度へ繰越

0 81 0

補正後予算額

予算額 81 0 0 0

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

R7-16

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名

基 本 施 策 名

担 当 部 課 名

いじめ防止対策

３－３　魅力ある学校づくり

教育総務部　指導課



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

R7-17

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名

基 本 施 策 名

担 当 部 課 名

校内教育支援センターの設置

３－３　魅力ある学校づくり

教育総務部　教育相談センター

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

予算額 53,007 2,000 0 0

補正後予算額

0 51,007 0

決算額

　増加傾向にある不登校児童生徒への支援のため、令和6年度には中学校6校と小学校8校にて校内教育

支援センターを運営しました。令和7年4月にはさらに小学校3校に増設します。小学校には引き続き校

内教育支援センター指導員を、中学校には校内教育支援センターコーディネーターを配置し、不登校児

童生徒の教育機会を確保します。なお、指導員やコーディネーターのスキルアップのために、定期的な

研修を年8回程度予定しています。

次年度へ繰越


